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冬来たりなば春遠からじ 
校長 三原 洋一 

 
 「１月は行く」の言葉どおり、あっという

間に２月です。２月は「如月（きさらぎ）」

と言われ、また更衣着とも書くように寒さが

厳しく重ね着をするという意味があります。

そして、２月は節分の月でもあります。節分

は季節の分かれ目の意味であり、特に「立

春」の前日を指すようになった由来は、冬か

ら春になる時期を一年の境と考えられたとも

言われています。節分の豆まきは、中国から

伝わった風習と言われ、合わせて節分の巻き

寿司を食べる風習は、福を巻き込むという意

味も込められているそうです。このように季

節を上手に取り入れて、生活の中に活かして

いくのは、日本人の知恵といえます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 さて、ここメリーランドでは、先週の

20℃を超える温かさがうそのように、今週

は、また、本来の寒さが戻ってきました。 
  
              

しかしながら、子どもたちは元気いっぱいで

す。気温 3℃ほどの冷たい風が吹く休み時間

のプレイグラウンドに、元気な子どもたちの

声が響きます。寒くても、外に出てしっかり 
          遊ぶ子どもたちの姿 
          に、たくさんの元気を 
          もらっています。 
         「冬来たりなば春遠から 
          じ」とは、イギリスの

詩人シェリーの『西風に寄せる歌』の一節で

す。寒くて辛い冬のあとには、暖かい春がや

ってくるという意味です。寒い寒いと首を縮

めていた季節にも、少しずつ春が近づいてき

ています。 
 学校でも、この寒さを元気に乗り切り、 
希望の春を子ども達とともに迎えたいと思い

ます。まだまだ厳しい寒さが予想されますの

で、ご家庭でも健康には十分なご配意をお願

いいたします。 
 また、毎朝どんなに寒い中でも、保護者の

皆様には、毎 
週、子ども達 
の送迎を行っ 
ていただきあ 
りがとうござ 
います。これ 
から２月、３月と学年のまとめの時期となり

ます。残り８日の授業日を、各ご家庭との連

携のもと、教育活動全般に充実した指導を心

掛けて努めてまいりますので、ご協力を宜し

くお願いいたします。 
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次年度幼稚部・小学部１年生 

       入学説明会の開催 

 先週は、次年度、幼稚部及び小学部への入

学予定者への説明会を実施しました。学校か

らの説明の後、それぞれのご家庭と個別の面

接を行いました。この面接は、派遣教員だけ

ではなく、毎年、管理運営委員会の委員長や

教育人事部を中心とした委員さんに協力をい

ただいて実施しています。具体的には、本校

の概要説明と、保護者の役割、入学手続等に

ついて説明をさせていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 本校の入学資格は、「日本の文部科学省の

指定する教育カリキュラムに基づき、日本語

により行われる授業を理解することができる

程度の日本語の能力を有する」としていま

す。つまり、「日本語で教科を学ぶことに特

に問題を感じない子ども」ということになり 

ます。日本語が第２言語であっても、「母語

と同様に使いこなすことができる子ども」と

言い換えてもよいと思います。平日、現地校

で学んでいる子どもにとっては、高いハード

ルであると言わざるを得ません。 

 
 
 その中で、私からは、特に４１日という限

られた授業日の中で、効率的に教育効果を上

げていくためには、「共働学習」が欠かせな

いことをお話しました。授業における「共働

学習」は、本校独自のアクティブラーニング

として、日々の授業の中で子どもたち同士の

学び合いを保障していくこと、また、家庭と

の「共働学習」は、学習計画表を毎週保護者

の皆様にご提示させていただき、学校での学

びや、宿題等を確実に把握していただくこと

で、お子さんの適切なサポートをお願いした

いことを強調させていただきました。さらに

は、家庭でも日本語を使うなど、できる限り

の日本語環境を整えること、子どもが日本語

の本に親しむよう努力すること等をお願いし

ました。保護者の 
皆様には、すべて 
はこどもたちの成 
長のためとご理解、 
ご協力いただきたい 
と願っています。教職 
員一同、４月の新入児た 
ちの元気な顔を見るのが待ち遠しいです。 
 
 


